
18

、．分析墳rlこ

十

1　層
2　屑

1　屑
二　、

pH

3．00

3．50

3．68

3．25

5
0

5
●2

4
5

同
情

l
▲
つ
】

3
5

n
 
q
、

5
4
．

屑
屑

1
2d

■
リ
ー
5

3
．0

3
3

僧
侶

l
つ
】

5
1
】

■
　
0
4

5
4
．

右
肩

l

へ

】

「

．

．

：

一
f

東北農業研究　第5号
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昭和35年完成した八郎潜南部干抑第四工区の背後地に

水稲生育障害が発生し，所によっては収穫皆無の被害を

うけたことの原因が地先干拓地の排水による地下水の低

下と，それに伴う硫蓑化合物の酸化，有機物の過激な分

解による棍腐れであることが知られた．

地先干拓地は既に完成したものに，西部干拓地，而郁

干拓一，二，四工区があり，現在工事中の点附二柘，北

分析項目■　J，；畑培養
pli　了一苗

位Y
■

層
屑

l
 
l
】

q
 
O

4
7

5
4
．

7
5

7
4

4
4
．

柄
屑

1
2

2
0

4
．9

4
3

屑
屑

l
一
つ
】

3
5

つ
】
り
ん

3
4
．

同
居

1
2

1　摺り　5．35
2　椚■　4．96

55　は　90

5

A

T

 

H

　

′

L

U

O

O

3
3
　
　
．
4
－
4

層
屑
一
同
桐

1
2
一
1
2

m
一
n

5．81
5．10

Yl

い．75

0．50

亘801
；4．52

4．91

4．85

3．50

3．50

弓全（笥）酸

0．137

0．111

0．240

0．175

0．1543甘　0．189
3．32；26．001　0．240

4．02．23．501　0，223

喜：針主潮
4．01　　8．50

3・20　牽17・00・

描日日：亨g

0．180

0．120

0．161

0．635

0．197

0．220

部干拓を加えると，拉蘭1560血，背後地との境界線延長

3抽両こ及び，将来他地区においてもこれに類似した現象

の起る危険がある．事実，本年度において，摘那干拓第

一工区と西部干拓地背後地に根腐れによる生育障害が発

生している．南部干拓四工区背後地の本年度の生育は略

正常であって，この例からみると，生育陣謝ま，過渡的

な現象とも考えられるが，工事の進行に伴ってこれに対

する対策が必要であると．思われる．

水田用水量の測定法について

千　葉　文　一・官　本　硬　一

（宮　城　桐　農　試）

水即の水管理が水稲栽札ヒ重要な問題であることはい

うまでもない．ことに近年水酌源利用の高度化そして

稲作の銅！化等のためあらためて肘一汁桐水量の問題が各

方面で取り上げられている．この水「Ⅰ用休杭の測定は従

来いろいろの目的と方法で行なわれて来たが，その方法

にはそれぞれ欠点があるので，農業土木試験場で考案設

計された新らしい測定掛こよって従来の測定法の欠点を

除去した新測定法の確、打を日日tJとして，この研究を昭和

34年度から実施し，その一部として新刊測定器の精度が

確認されたので概要を報告する，

1．試験に用いた測定器具

測定器具としては農業土木試験場で考案設計した新型

測定器と従来の方式として有底，無庇節の測定製i罠を設

躍して比較検討した．

各々の型，寸法及び似用法は次の通りである，

1．新型測定器

構造は第1図の通りの鉄製枠で，小型と大型（小型の

2倍の大きさ）の2柄を用いた．

この測定器にはけ内外の水位ズ壬を等しくするためのゴ
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第1固．新型測定器（小）

ム袋が付してある．枠内外の水位差が大きくゴム袋に張

力が働くまで水が入ることはまずく，ここで用いられた

ものはゴム袋2個（大型では4個）で枠内外水位差約30

湖まで飯張力状態で作用するように設計されている．

測定する場合はゴム袋を持ち上げてゴム袋の水を空け

て枠内水位を測定する．

なおこの測定器による減水操の他は（降下浸透芯）＋

（水面蒸発鏡）となり，稲のある場合はさらに薬而蒸散

最が加わることになる．

2．有底，無底箱の測定装置

この測定装置は第2巨削こ示す通りで，箱内の滅水深に

第2図．従来の測定器

よって次の量を測定する．

有民有植箱㈱＝葉画蒸散量＋水面蒸発韮

有底無柚蘭（功＝水面蒸発量

無底有桁箱炬）二葉面蒸散認＋水面蒸発量＋浸透最

初－㈱＝葉蘭蒸散措，炬卜囚＝浸透危

3．株間水面蒸発計

この構造は第3回の通りで九州農試佐藤氏の考果設計

19

第3図．林間蒸発計

によるものである滅水師こよって株間水面蒸発量を測定

する．

4．水位測定器具

水位の測定はすべてバーニヤ付のフックゲージにより

tiOが庇まで読取った．

2．試　験　結　果

1．新型測定器と従来の方法との比較

従来の渕定方混沌こよる無慮箱はその打ち込みの深さが

探いため耕盤の破壊，側勒こよる漏水，枠内外の水位差

の違いによる流水方向のかく乱等による訳差が大きいこ

と．また有民有植箱による蒸発散是の測定伯は箱内の土

壌の塀めかえにより自然の土壌条件の場介と異なり，箱

内の稲は実際水田の稲と非常に共なった生育を示し，相

当違った値を示すと考えられるので，この二点について

検討してみた．第4図は水田全体，新型測定器，従来の

無底有精箱の減水深を比較したもので，これによると従

P T　上　平　下　エ　ア　下　上わ

‾6‾、7一　一才一　9巧

第4回．減水深の比較
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来の無低節の減水深は前半では極舶こ多く，中期以後は

逆に相当少い僻を示している．これに対し新型は什内外

の水位差が等しくなるので打ち込みの深さを浅くするこ

とが可能となり，従来の無庶桁の欠点を除くことができ

正確に測定できる．なお農業土木試験場l）の検定によれ

ば新型による測定誤差は0．3甜躍内外である．それで従来

の無床符の減水深は新型の減水深に比較してあまり信用

1月来ない．

また新型と水川全体の減水深の差は畦畔浸透の有無に

よるものである．

次に新型測定器減水深から別の透水試験によって求め

た浸透虞を差引いた値の燕発散品と有底箱で測定した燕

発散量を比較すると第5図の如くで初期においてほ両者
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第5図．蒸発散＿illの比較

の差は少ないが，中川以後になると有底節の方がやや多

くなる．これは節内の稲の生育差によるものと思われ，

次の表で見られるように有底節の稲の生育が良くなって

いる．

第1未．測定裾内の稲生帝の比佼

7月中旬

草丈・茎数
eut　　　　本

県慄3

8月小旬

・一・　・・∴

このように稲の生育が変るのは有庶箱内土壌の充掛こ

は充分注意しても圃場におけるrl然の状態に復矧lj来な

いためである．

以上の結果から有底・無庶節を使用する従来の方法で

は，燕発散箭・浸透敬を求めるには適しないことが明確

になった．

2．株問水面英発‾是の測定について

（有民有机符減水探）一石底無頼箱減水探）＝慄緬

蒸散筒）の式が成立つためには有底無析節の減水深が正

しく抹間水耐責弥－ミ：であることが前提である．そこで有

庶無怖潤の蒸発量と株間蒸発計による蒸発量を比較して

見ると第6岡の如くで，稲の生育初鼎こおいては差が少

ない．しかし生育が進むにつれて差は大きくなり，石庭

．
′
ヾ
‥
ユ
■
．
㌧

中下　エア　‾下　エーF T f旬

‾らノ　して一」曾ノ　9q

節6L礼　水面燕発是の比較

無柚箱の方が粧‖旧さ発計より大きい値を示している．

これは稲の繁茂による水面被度の状態が興ることによ

るもので，有底無桐箱による水面蒸発是は上記の式を満

足させる値としてほ不適当である．また佐藤2）らは直径

20C誹の蒸発計を株抑こ設㌍して測定した蒸発を‾▲1：と比較し

てもこの脚＿口蒸発計の方がrl然的で，実状に合致してい

るとのことである．

3．新型による同一岡場内での減水深の比較

新型測定器の大，′j、をそれぞれ3桐使用して減水床を比

較測定した結果は第7岡の元竜りで，それぞれ興った値を

小智　、大智‾

第7図．同一囲場内における減水深の比較

ホしている．これは同一岡場内でも場所により土壌条件

が異なることを示しているもので，このことからも従来

の無庇節では設置点数を多くすることは容易でないばか

りか．前述の通りの測定値を示すので実際には不適当で

ある．また新型測定器では土壌条件の不均一な圃場では

大型の方が約度が高くなるが，illlj点を多くするなら小型
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でもよい．

3．今後の問題

稲作の水管理を合理的に行なうためには水川内におけ

る水の消費機解を正確に知る必安がある．しかし従来の

有底，無底箱による測定方式には前述のように種々の欠

点があり，新型測定器は一応その精度が確められたが，

これによる測定値（減水深）は水面ナ：伝発＿是・降下浸透＿量

が合計されたものである．この内訳の分離は別の測定に

よらなければならない．この中水面ン：伝発蓑は前述の方法

で実測は可能であるが，l葦下浸透是は薬廊兼敏と根郡域

21

以外への浸透に分けられ，これ等の実測については今後

検討を変する問題で，ことに菓面蒸散については稲の生

育程度によって輿なった値を示すので，これ等の関係も

明らかにしなければならない．
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選　抜　方　法　に　関　す　る　研　究

一対象区ブロック法による収量選抜について－

内tl一個　博　士・＊前　田　浩　敬

進　藤　幸　悦・平　野　哲　也

（東　北　農　試）

従来の水稲のヤ椰〟法では，系統に展閲した初期世代

の選抜は，主として鵜川・草型・耐病虫軋等について行

なわれ，収量選抜は硫極的に行なわれていない．収是が

高いことは■品柾の前提であるが，環境による変動が大き

いために，系統閤栽培法では客観的な収＿迫を把握するこ

とは困難であって，生産力検定武験を設けて収二危選抜を

行なっている．生検以前の世代で収量選抜があるていど

可能であれば，育樺効率が向上する．両机や労力をあま

りかけずに，誤差の概念を導入した選抜方法として，明

峰（1959）は対象区ブロック法を提唱している．この方

法の実胤ヒの問題点を明かにし，同時に効率が高し、場合

は大館把な組合せの良否を判別するために本．試験を行な

った．

1．材料および方法

供託系統は取扱い上二つに分けられる（第1衣＿）．一

つはイモチ耐病多収をEl掛こした4組合せのF4系統群

（1系統群3系統栽帆労力の都合で刈取時に混合）で

ある・これらは各組合せとも熟胤耐病性，固定度以外

は任意と人為選抜同数よりなる．1組合せ1枚の抑蜘こ

栽柚し，全系統樺について収・量（27株籾＿重）を調査した．

他の一つは育種試験の11組合せのF4系統を5枚の相場

に栽植し・本方法を適川した・この系統は1系統辟4系

統よりなるが，矢掛こ収是調査（40枕籾重）を行なった

のは観察により有望として選抜された系統群中の1系統

だけである・同時に収蓑を対比するために対応するF4

系統を混合し系統群準位として2垣版覆の生産力検定

（生予に準ずる）を別に行なった．

上記のF4系統栽培の間に入れる対象品椎は藤坂5号

農林41†∴オオトリまたはトワダを加えた3～4品種と

し・1枚の帥】場を3ブロック（Pi3，Pi4×農林4はは

4プロッタ）で，対象Ii7】柿のみ反覆を設けた．しかも対

象・i・欄は掛川緑たとえば9系統に1品種を入れるが，

その配列は任意とし全区収量を調査した．

2．結果および考案

ここでは耐病多収口授の4組合せ（以下耐病系統と呼

ぶ）を中心に述べ，普通の育種試験のF4系統（以下育

成系統と呼ぶ）i・に次的に述べて行く．育成系統は1圃

場に数組合せ栽植したり，1組合せ2脚場にまたがる場

合があるので，組合せ単位でなく，圃場単位に述べる．

地力による系統の収量の変動は対象品種の偏差によっ

て修lEした・系統の収量比較は対象■汀l種を用い普通の分

散分析により1・S・d・を算出して対決する・対象晶種の平




